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〈研 究 目 的〉

1930年 代は, アメリカにおいて新体育思想とモ

ダンダンスの影響を受けながら, 実践的に蓄積され

始めていた創造的舞踊教育が, 確実な進展を遂げ

た時代であった。註1) 本研究では, アメ リカの体育

専門誌である JOHPER (1930年 創刊)が, 舞踊教

育分野に提供 した記事から, アメリカにおける創

造的舞踊教育の成立過程を, 特に1930年 代に絞 っ

て検討を試みる。

〈研 究 方 法〉

JOHPER 誌, 1930～1970年 に掲載された舞踊関

係記事を全て抽出 し, 以下の手順で考察した。

(1) 年代順にタイ トルー覧表を作成(発 表資料参照)

(2) 各記事を領域別に分類(図 表1参 照)

領域I: クリエイティヴ・ダンス, モダン・ダン
ス系(C・MD)

領域II: フォーク ・ダンス, ソーシャル ・ダンス

系(F・SD)

領域III: クロッグ ・ダンス, タップ ・ダンス系

(CL・TD)

(ほ かIVリ ズム ・音楽系, Vそ の他)

(3) 10年 ごとにまとめ, 各領域の全体に占める割合

の時代的変遷(図 表II), 更に主領域Iに ついて

は領域内で(1)理論, (2)指導法, (3)解説に細分 し,

内容別変遷を数量化(発 表資料P4参 照)

(4) 1930年 代については, 1年 ごとの領域別推移を

数量化(発 表資料P6参 照)

(5) 1930年 代の主要な記事を各々要約 して読み取り,

時代的特色を検討。

 〈結果及び考察〉

1.JOHPER 誌舞踊関係記事の数量的推移

40年 間から抽出された総記事数は349件, 領域

別に分類 した素表(図 表I=30年 代のみ)を もと

に, 総記事数 と領域別変遷を数量化したものが図

表IIで ある。

JOHPER 誌の前身,  APER誌注2)(1924～29年)で

は, 舞踊関係記事が皆無であったのに対し, 1930

年代に入 って増加傾向がみられる。"The Resea-

rch Quartary" 誌(1930～1968年)か らも同様の

傾向が考察され, 特に1930年 代の論文数の多さが

特徴的である。註3)

以下, このように活発な様相を示す1930年 代の

記事を詳細に検討 し, 時代的特色を考察する。

図表1〔1930年 代 領域別記事数 〕
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II 主 要 記 事 概 要

(1) 1930年 代 前 期(1930～1934年)… …1932年, ル

ー ス ・セ ン ト ・デ ニ ス は, "ダ ンス は有 機 的統 合

と して の 生 命 文 化 へ 導 く教 育手段 となるべ き"と ダ

ンス独 特 の 価 値 に論 及, ハ ンヤ ・ホ ル ムは 「マ

リー ・ヴ ィグ マ ンの教 育 原 理 」と題 し, モ ダ ンダ

ンスの 教 育 へ の応 用 を 論 じ, マ ー ガ レッ ト ・ド ウ

ブ ラー は"律 動 的身 体 スキ ル が 身心 統 合 を もた ら

し創 造 的精 神 を 養 う"と 説 く な ど, ダ ンス の教

育 的価 値 に言 及 す る記 事 が 目立 った。1933年 には,

ル イ ス ・デ ッカ ー の"ダ ンスは 経 験 の 再 創 造 で あ

る "と い う 論 や, ドリス ・ハ ン フ リー, テ ッ ド

・シ ョー ンの 記事, 1934年 は, C・ フ ィ リ ッ ピイ

の"ナ チ ュ ラル ・ダ ンスの 目的 は, 創 造 性 や 心 身

の 協 応 で あ る, "と す る記事に重要な 主 張 が 見 られ る。

こ こに 共 通 して 論 じ られ て い る内 容 は, 舞 踊 の

精 神, 情 緒, 身 体 の 統 合 を もた らす 可 能 性 と創 造

性 に つ い て で あ る と言 え る。

(2) 1930年 代 後 期(1935～1939年)… …1935年,「 ク

リエ イ テ ィヴ ・ダ ンス 」とい う語 が初 め て タイ ト

ル に用 い られ, 1936年, G, W, バ イ ス ワ ンガ ーは・
"体 育 的創 造 活 動 と して の モ ダ ンダ ンス の, 教 育

的, 芸 術 的 目標 に 留 意 した 計 画 化"を 説 き, M.

J.シ ェ リー は, "芸 術 教 育 と体 育 は, 意 図 的 に承

認 され た 時共 存 し得 る"と 定 義, 1937年, E. C.

ハ ウは, "舞 踊教 育 は体 育 よ りも芸 術 の 側 へ 向 か

う傾 向 に あ る"と して い る。1938年, E.ダ ンケル

の 「ダ ン スを 正 し く位 置付 け よ 」, 1939年, L.カ

リフの 「教 育 的 な ダ ンス 」, F. R.ロ ジ ャ ー ス

「芸 術, 教 育 と して の ダ ンス 」等 で は, 舞 踊 の 芸

術 的 な 価 値 を 述 べ, そ れ 故, 学 校 教 育 で 効 果 的 に

利用を 一 と, 指導法や計画化を問題としている。

 これ らに共通する内容は, 芸術としての舞踊の

本質を明確化 し, 芸術か体育かという, 教科上の

位置付け論を展開していることと言える。

III 考 察

従来, フォーク ・ダンスやソーシャル ・ダンス,

クロッグ ・ダンス, タップ ・ダンスといった伝統

的舞踊の教育が主流だった現場の指導計画の中に,

クリエイティヴ ・ダンスやモダン ・ダンスが普及

して, 創造的舞踊教育が成立する過程は, 1930年

代前期にまず価値付け論が説かれ, 教育的正当性

が主張され, 後期, 舞踊の芸術的側面を統合する

計画 ・方法が論議され, 実践指導され るという段

階を経ていったことが明らかである。

更に, 1930年 代を通じ, 全人教育に立脚する新

体育思想の理念や目的は, すべての論文の根本的

原理になっており, 創造的舞踊教育の成立過程に

おける, 新体育論の影響の大きさが考察できる。

註(1) Richard Kraus and Sarah Chapman,
"History of the Dance in Art and Edu-

cation."2nd ed., 1981, P.P. 117-120

片 岡康 子 「ア メ リカ に お け る創 造 的 舞 踊 教 育 の

成 立 過 程-G. コル ビー とB. ラー ソ ンを 中心

と して-」 お茶 の水 女 子 大 学 人 文 科 学 紀 要

第36巻(昭 和58年3月)を 参 照。

(2) APER 誌 は American Physical Education

Review の 略称 で あ り, 1895～1929年 ま で 発 田さ

れ た。

(3) 有馬 順 子 「米 国 Research Quartarly 誌にみ る

ダンス研究報告の文献的研究」 東京学芸大学 昭 和

43年 度 卒 業 論 文

図表II〔 舞踊関係記事 一 総記事数と領域別変遷 〕
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